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	安全データシート（SDS）
	1. 化学品及び会社情報
	製品名: ポリプロピレンロッド（Polypropylene welding rod）
	製品品番: 5003R2、R2-1、5003R13、R14、R16、R17、R02-AA-BB-CC 他
	推奨用途: プラスチック溶接機を使用した破損したPP部品の修理（業務用）
	2. 危険有害性の要約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GHS分類:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物理化学的危険性: 分類できない（常温では危険性なし） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康に対する有害性: 分類できない（常温では危険性なし。加熱・溶融時に煙や蒸気が上気道を刺激する可能性あり） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境に対する有害性: 分類できない　　　...
	3. 組成及び成分情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 化学物質・混合物の区別: 混合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成分情報:プロピレンエチレン共重合体: 含有量 > 95%、CAS番号: 9010-79-1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安定剤: 含有量 5%未満
	4. 応急処置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 眼に入った場合: 冷たい固形物は眼の刺激を引き起こすとは考えられていない。万が一異物が入った場合は無理にこすらず流水で洗い流すこと。
	5. 火災時の措置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 適切な消火剤: 水噴霧、粉末消火剤、泡、または二酸化炭素（CO2）。 　　　　　　　　　　特有の危険有害性: 燃焼、熱分解により一酸化炭素、二酸化炭素、ケトン、アクロレイン、アルデヒド等の有害ガスを放出する。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消火作業者の保護: 構造的消火の為に自給式呼吸器（SCBA）および防護服（防火服）を使用すること。
	6. 漏出時の措置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 漏出時の対応: 液体材料がこぼれた場合は、冷却して固化させること。慎重に回収し、適用される規制に従って廃棄容器に入れること。下水道や水路へ流出させないこと。
	7. 取扱い及び保管上の注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 取扱い: 子供の手の届かないところに保管すること。業務用のみとし、一般への販売を意図していない。静電気が蓄積される場合があるため、爆発性混合物の周囲では使用しないこと。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保管: 涼しく乾燥した換気の良いところで保管すること。過度の熱を避け、強酸化剤などの混触危険物質から離して保管すること。
	8. 暴露防止及び保護措置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 管理濃度 / 許容濃度: 設定なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 設備対策: 通常の作業では特別な換気は必要ないが、運転条件によって高濃度の気体またはフューム（煙）が生じる場合は、全般換気および局所排気装置を設けること。 　　　保護具:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 呼吸用保護具: 通常の作業では不要。加熱・溶融時に煙や臭気が発生する場合や、換気が不十分...
	9. 物理的及び化学的性質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外観: 固体（樹脂棒）、直径約1/8インチの黒い樹脂製ロッド等（製品により異なる）  臭い: 無し（または微臭） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pH: 該当なし（決まっていない） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比重（密度）: 0.88 ～ 0.92 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶解度: 水に不溶
	10. 安定性と反応性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学的安定性: 安定 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　避けるべき条件: すべてのプラスチック材料は静電気を発生する可能性があるため、爆発性混合物の周囲での使用。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混触危険物質: 強酸化剤との接触を避ける。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 危険有害反応可能性: 危険な重合は起こらない。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 危...
	11. 有害性情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒性情報: 本製品としての毒性試験データはない。高温時の溶融物は皮膚熱傷を引き起こす。
	12. 環境影響情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生態毒性: 本製品についての生態学的情報・試験データはありません。
	13. 廃棄上の注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃棄方法: 安全で実用的な場合は材料を回収し、地域の環境保護課や公的規制（廃棄物処理法等）に従って許可された施設にて焼却または埋立処分を行うこと。 　　　　　　　容器・包装の適正な処理方法: 公的規制に従って適切に処理すること。
	14. 輸送上の注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸送規制: 非該当（規制されていない / Not Regulated）
	15. 適用法令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働安全衛生法（安衛法）: 固体の安定した高分子化合物（ポリマー）であるため、通常、安衛法の「通知対象物質（表示・文書交付義務）」に該当しない。
	16. その他の情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パパーツ供給元提供SDS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GHS Hazcom 2012 / GHS分類ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JIS Z 7253 : 2019　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JIS Z 7252 : 2019


